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「３C の精神」で有意義な中学校生活を 

                    校 長 伊 東  一 

今年度、井原武彦先生の後任として着任しました校長の伊東 一（いとう はじめ）です。近

くに元渕江公園を構え、緑豊かなこの舎人の地域にしっかりと根ざし、温かな地域の方々と共に

歩みながら６２年という素晴らしい伝統と歴史をもつ渕江中学校に着任することができ大変嬉し

く思っています。着任時に全職員に私の学校経営の基本は「出会い」「ふれあい」「学びあい」

「競い合い」「響きあい」をモットーに「あらゆる教育活動は生徒のために」ということを伝え

ました。志の高い教職員と共に本校生徒の一人一人の可能性を信じ、最大限に伸ばせるよう教育

活動を展開してまいりますので、宜しくお願いいたします。 

校長として臨んだ６日の始業式では新２年生・新３年生に進級のお祝いを述べると共に、「３

C の精神 （チャンス、チャレンジ、チェンジ）」を求め、進級を機に与えられたチャンスを逃

すことなく、果敢にチャレンジし、大きな成長（チェンジ）を果たしてほしいことを伝えまし

た。そして、元大リーガーであった松井選手の育ての親である元星稜高校野球部監督の山下先生

の言葉「心が変われば、態度が変わる、態度が変われば、行動が変わる、行動が変われば、習慣

が変わる、習慣が変われば、人格が変わる、人格が変われば、運命が変わる、運命が変われば、

人生が変わる」で話を終えました。生徒全員の目が私に向けられ、しっかりと聞く姿勢に意欲の

高さとやる気を感じさせてくれました。 

また、９日には春暖の中、素晴らしい入学式を挙行できました。式辞では新入生に「素直な心

をもち多くのことを学ぶこと」「人にも物にも優しい心をもって、健全な心と逞しい体をつくる

こと」という２点を話しました。 以下はその抜粋です。 

 

皆さんの入学にあたり、二つのお願いがあります。一つ目は「素直な心をもち、多くのこと

を学んで欲しい」と言うことです。こんな話があります。昔、有名な師匠のところに弟子の 1

人が相談に行きます。「勉強や運動など、もっと伸びるためにはどうすれば良いのでしょう

か」と。「それならば・・・」と師匠は、弟子の前でお茶を用意し、弟子の茶碗にお茶を注ぎ

始めました。しかし、一杯になっても、まだまだ注いでいきます。お茶は、茶碗からあふれて

テーブルにこぼれ、床までこぼれてしまいました。弟子は、「もうおやめください。お茶はあ

ふれております。もう茶碗には入りません」と言いました。その言葉を聞いて、師匠は、「よ

くぞみてとった。お前についても同じことが言える。私の教えを得ようとするならば、まず、

頭の茶碗を空にしなさい」と授けました。頭を空にするとは「今まで学んだことを忘れろ」と

言うことではありません。新たに教えや指導を受ける時は「素直な心」で聞き入れなさいと言

うことです。素直さは学びの原点です。人の助言を聞き、それを消化できる人はスポーツでも

勉強でもグングン伸びていきます。この入学を機にこれまでの自分の茶碗を空にして、宝物を

しっかりと受け止められるよう「素直な心」を大切に多くのことを学んでください。二つ目は

「人にも物にも優しい心をもち、健全な心と逞しい体をつくって欲しい」と言うことです。人

はどんなに素晴らしい能力をもっていても、それだけでは人として完全とは言えません。ま

た、健康な体や健全な心がなくては充実した学校生活はありません。美しいものや崇高なもの

に憧れ、それを愛する心、他人を思いやり、自分と同じように大切にする心、それが備わって

一人前の人と言えるのです。私の好きな詩人に相田みつおさんがおり、その人がこんな詩を書

いています。 
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「よく考え自ら学ぶ人」「正しく判断し実行する人」 

「礼儀正しく情操豊かな人」「心身ともに健康な人」  



 

始業式で見せた２・３年生の立派な態度、そして新入生の呼名に対する大きな返事は今年１年

間の大きな飛躍を感じさせ、素晴らしい令和３年度のスタートを切ることができました。保護者

の皆様、地域の方々には今後とも渕江中学校の教育活動へのご理解・ご協力・ご支援をお願いい

たします。 

 

 

日 曜 行 事 日 曜 行 事 

１ 木  16 金 スポーツテスト発育測定 

２ 金  17 土  

３ 土  18 日  

４ 日  19 月 生徒会朝礼 個人写真撮影 一斉委員会 

５ 月 春季休業日 終 20 火 中央委員会 

６ 火 前期始業式 着任式 21 水 避難訓練 職員会議 

７ 水 入学式 新入生保護者会 22 木 教育相談 

８ 木 全校朝礼 ２年生保護者会 23 金 教育相談 

９ 金 部活動説明会 部活動見学 24 土  

10 土 土曜授業 25 日  

11 日  26 月 教育相談 腎臓検診一次 

12 月 一斉委員会 27 火  

13 火 区学力調査 中央委員会 28 水 離任式 

14 水 区中研一斉部会 29 木 昭和の日 

15 木  30 金 1,2年耳鼻科健診  研修会 

 

柔道の基本は受け身 受け身とは投げ飛ばされる練習 

人の前でたたきつけられる練習 人前で転ぶ練習 

人の前で負ける練習です。 

つまり、人の前で失敗したり 恥をさらす練習です。 

自分のかっこの悪さを、多くの人の前で  

ぶざまにさらけ出す練習 それが受け身です。 

長い人生には かっこよく勝つことよりも  

ぶざまに負けたり、だらしなく恥をさらすことの方がはるかに多いからです。 

そして 負け方や受け身の 本当に身についた人間が 

人の世の悲しみや 苦しみに耐えて 

人の胸の痛みを 心の底から理解できる 

優しく暖かい 人間になれるんです。 

 

人に負けたり、恥をかいたりしたときは、この詩を思い出してください。そして、うん、これ

で私は人の痛みが分かる、心の優しい人になれるんだと考えてください。人間は一人では生き

ていけません。友達と切磋琢磨するから相手も成長することができます。ともに汗を流し、共

に笑い、共に涙することによって、友達が仲間になり、中学校生活が充実したものになりま

す。また、「十人十色」という言葉があります。一人ひとりが違っているのが当たり前です。

自分を大切にするようにたった一人しかいない隣の人も同じように大切にしてください。そし

て自分と違うことを大切にしてあげてください。「明るく挨拶ができ」、人の苦しみ、悲し

み、嫌がることなどの「心の痛み」を理解し、励ましてあげられる「温かい心」や苦しいこと

にも負けずに、頑張る「逞しい意志」を持つ人は心の健全な人です。また、病気になりにくい

体や長い時間の運動や仕事をやり続けられる体力を持つ人は、体の健康な人です。自らの心を

耕し続け、心の健全さと丈夫な体を保っていってください。この二つのお願いを胸に刻み、中

学校生活を充実したものにしてください。 



【令和３年度】教職員・学級編成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■４月６日の様子■ 

 
 

 

 

   

  

 

▼入学式の準備 
▲担任紹介 

▲晴天の中、校庭で始業式が行われました。 



【令和３年】教職員の異動 

【転出・退職教職員】 

 

【転入教職員】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            令和３年度学校メール配信システムの登録 
 

学校メール配信システムへのご登録はおすみでしょうか。足立区教育委員会 

では、不審者等の子どもの安全情報や、学校行事に関する情報、また昨年の台 

風１５号や今回の新型コロナウイルス関連の情報等の緊急連絡など、学校や教 

育委員会から保護者様等への迅速な情報の提供を図るため、携帯電話等への学 

校メール配信システムを導入しています。 

先日お子様を通しまして、登録のご案内と登録方法（ピンク色）、登録連絡票 

を配布いたしました。右の QRコードを読み取っていただいても登録画面に入る 

ことができます。学校 IDにつきましては、ピンクの用紙をご覧ください。また 

登録された方は、登録連絡票をご提出ください。 

 

 

渕江中学校では、１００％の登録数を目指しておりますので、ご協力のほどお願いいたします。 

登録用 QR ｺｰﾄﾞ 

t-adachi-ku-sc@sg-m.jp 

登録用メールアドレス 


